
 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

高田おかげ祭会場前 13 名参加  署名 169 筆 
 

 10 月 8 日、高田おかげ祭会場にて「原発ゼロ核

ゼロで放射能被害をゼロにしよう」と風船を配り

ながら、アピール。高田原水協、新婦人、平和委

員会、土庫病院院内共闘などが呼び掛けた共同行

動です。13 名参加 

 

 アピールした内容 

この夏、原発がなくても電力は足りていたことが判明しました。大飯原発は再稼働しなくて

もよかったのです。ただちに停止を求めましょう。 

 原発が残す高レベル放射性廃棄物は 10 万年間管理しないといけません。ウランの埋蔵量

はたかだか 100 年分です。たかだか 100 年しか使えない（原油、石炭より短い！！！）原

発のためにこれから未来の子孫代々にまで放射能の危険を残していいのでしょうか？ 

すでに原発周辺の核のゴミのプールはいっぱいです。中間貯蔵施設も決まりません。最終処

分場も決まりません。なのに政府は大間原発新設に着工し、大飯原発運転を継続しています 

 再稼働も建設も中止し一刻も早い原発ゼロを政府に求めましょう。 

 被爆戦後 67 年、広島長崎の被爆者いまだに２０万人が苦しんでいます。半世紀以上後遺

症で苦しんでいます。放射能の恐ろしさは癌など健康への影響が何十年後に出るかわからな

いことです。 ヒロシマナガサキフクシマの被害を繰り返さないために、こどもたちの未来

を守るために、今こそ、核も原発もゼロを実現しましょう。国連に向けた核兵器ゼロ署名、

国会に向けた原発ゼロ署名にご協力お願いします。とよびかけました。 

 

「原発事故の影響が奈良県にまでおよぶとは知らなかった」「原発なくても電力は足りてい

たんですね」と 1 時間で核署名が 85 筆、原発ゼロ署名が 84 筆集まりました。 
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